
● 第 4 回日本緩和医療薬学会年会 市民公開講座 
● 日時：2010 年 9 月 26 日（日曜） 
● 場所：鹿児島県医師会館 
● 参加者：440 人 
● 企画報告：医療関係者及び一般市民を対象に第 4 回日本緩和医療薬学会年会（以下大会）

の市民公開講座にて、緩和ケアの普及を目的とした講演会を開催しました。日本緩和医

療薬学会は、緩和医療の重要性を鑑み、保険薬局薬剤師、病院薬剤師、薬学研究者の連

携強化を図り、緩和医療における薬物療法の推進と充実、さらに大学での教育研究と企

業での開発・学術研究の進歩発展を目的とし、2007 年より活動しています。第 4 回日

本緩和医療薬学会年会のテーマは「みんなでふくらまそう こころでつなぐ緩和医療～今、

知識を深めて実践へ～」としました。9/25-26 の両日に大会が開催され、9/26 に市民公

開講座を行い OBP をアピールいたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 市民公開講座のテーマは「家で生きることの意味～地域で支える緩和ケア～」とし、訪

問看護パリアン訪問看護師の川越博美先生と、在宅ホスピス協会顧問であり、医療法人社

団パリアンクリニック川越院長の川越厚先生をお招きしてご講演いただきました。国立病

院機構南九州病院副院長の廣津泰寛先生とナカノ在宅医療クリニック院長の中野一司先生

に司会進行をお願いしました。 
 がん患者さんが家で生きることの意味について市民の方々にもわかりやすいよう実例を

交えながらご講演頂き、また、ホスピス緩和ケアの啓蒙を兼ねたビデオの上映も行われま



した。講演後、会場から質問を受け付けましたが、多数のご質問を頂き講師および司会の

先生方より丁寧に回答していただきました。多くの参加者の方々から「参加できて良かっ

た」、「大変感動しました」等の声を頂きすばらしい会となりました。 
 
 
 
 

 

  



 

 
      川越博美先生             川越厚先生 
 

 



 

廣津泰寛先生   中野一司先生 
 

 


